
 組立説明書

このたびは、イナバ物置「シンプリー」をお買い上げくださいまして誠にありがとうございまし

た。私たちは、この製品の開発にあたって「良いものを安く」をモットーに、苦心して作り上げ

ました。どうぞ末永くご愛用いただきますようお願い申し上げます。なお、この製品の組み立

て、ご使用にあたっての注意についてご説明いたしますので、かならずお読みください。
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機種別梱包一覧表
イナバ物置MJX-各型の部品は、下記梱包に分けられております。梱包番号と
個数をご確認ください。
※下記部品のほかに、コンクリートブロック4個(アンカープレート使用時は、セメ
　 ント･砂･砂利)を準備してください。

MJX-134A,134AP  MJX-134B,134BP  MJX-134D,134DP
MJX-135A,135AP  MJX-135B,135BP  MJX-135C,135CP
MJX-135D,135DP  MJX-135E,135EP

MJX-134B,BP
MJX-134D,DP
MJX-135A,AP
MJX-135B,BP
MJX-135C,CP
MJX-135D,DP
MJX-135E,EP

機 種

JX03_2105F

側板梱
包
名
称
・
梱
包
番
号

機　種
(梱包数)

全面棚タイプ

長もの収納タイプ

壁パネル

ベース・屋根

全面棚タイプ

長もの収納タイプ
棚支柱
棚板

棚板

MJX-134A
  (5梱包)

MJX-134AP
   (6梱包)

H7-1340
H7-0401

H7-1177
H2-0671

H7-1221
H7-1231
H7-1241
H2-6871

H7-3441
H7-1211

MJX-134B
  (5梱包)

MJX-134BP
   (6梱包)

H7-1340
H7-0402

H7-2177
H2-0671

H7-1222
H7-1232
H7-1242
H2-6871

H7-3442
H7-1212

MJX-134D
  (5梱包)

MJX-134DP
   (6梱包)

H7-1340
H7-0404

H7-4177
H2-0672

H7-1224
H7-1234
H7-1244
H2-6872

H7-3444
H7-1214

MJX-135A
  (5梱包)

MJX-135AP
   (6梱包)

H7-1350
H7-0501

H7-1277
H2-3271

H7-1221
H7-1231
H7-1241
H2-3471

H7-3441
H7-1211

MJX-135B
  (5梱包)

MJX-135BP
   (6梱包)

H7-1350
H7-0502

H7-2277
H2-3271

H7-1222
H7-1232
H7-1242
H2-3471

H7-3442
H7-1212

MJX-135C
  (5梱包)

MJX-135CP
   (6梱包)

H7-1350
H7-0503

H7-3277
H2-3272

H7-1223
H7-1233
H7-1243
H2-3472

H7-3443
H7-1213

MJX-135D
  (5梱包)

MJX-135DP
   (6梱包)

H7-1350
H7-0504

H7-4277
H2-3272

H7-1224
H7-1234
H7-1244
H2-3472

H7-3444
H7-1214

MJX-135E
  (5梱包)

MJX-135EP
   (6梱包)

H7-1350
H7-0505

H7-5277
H2-3272

H7-1225
H7-1235
H7-1245
H2-3472

H7-3445
H7-1215

扉
ジェードグリーン
プラチナシルバー
エボニーブラウン

チャコールグレー













５. 屋根取付

c

ネジ板

コーナー金具(左)

６.棚支柱A取付
側板使用梱包

②

下部のベロ

７.床パネル取付

目隠しキャップ=4個

目隠しキャップ

①

(6)床パネル

(4)屋根

c
c c

※アルミレールのある方が前です。

※　　　穴のある
　 方が上です。

(6)床パネル

※床パネルに前後は
　 ありません。

②

①

棚支柱Ａ

c

コーナー金具(右)

金具(左)
コーナー

床パネル

棚支柱A

屋根

ベース・屋根使用梱包

ベース・屋根使用梱包

※梱包は｢2.ベース設置｣で開梱済です。

①屋根を乗せ、４隅が本体にか
　ぶさっているか確認します。
②コーナー金具とボルトで側板
　前上部に固定します。

③ボルトとネジ板で壁パネル( )
　と固定します。

※梱包は｢3.側板取付｣で開梱済です。

①下部のベロで壁パネルのつな
　ぎ目をはさみ込みます。
※棚支柱Aの取付位置は｢4.壁パ
　ネル取付｣の②を参考にしてく
　ださい。
②ボルトとネジ板で屋根と取り
　付けます。

※梱包は｢2.ベース設置｣で開梱済です。

①床パネルに目隠しキャップを
　取り付けます。
②床パネルをベースにはめ込み
　ます。
※別売のスライド床は、床パネ
　ルをはめ込む前に取り付けて
　ください。

①

③

ボルト=12本
ネジ板=4枚

ボルト=1本
ネジ板=1枚

7

屋根

側板

②





 10.型式ネーム貼付

型式ネーム

 11.扉取付
扉使用梱包

(35)扉左

(34)扉右

扉

MJX-13□A (高さ  900mm)
MJX-13□B (高さ1100mm)
MJX-13□C (高さ1300mm)
MJX-13□D (高さ1600mm)
MJX-13□E (高さ1900mm)

部品の関係上、5種類の型式を表示しております。お問い合わ
せの際は、お手数ですが寸法をご確認のうえ型式と製造番号
をご連絡ください。

製造
番号

型式ネーム

部品箱内の「型式ネーム」シー
ルを側板右上部内側に貼り付け
ます。

※鍵は扉の裏側に貼ってあります。

①扉左のスライダーを屋根のレ
　ール(奥側)の長丸穴にはめ込
　みます。
②戸車をベースのレール(奥側)に
　乗せます。
③同様に扉右を手前側のレール
　に取り付けます。

9

※スライダーのあ
　 る方が上です。

スライダー

スライダーの先をアルミレール
に空いている長丸穴に差し込
み扉を取り付けてください。

戸車

※錠のある方が
　 扉右です。

①

②

スライダー

長丸穴

※扉が閉まりにくい場合
扉同士を強い力で閉め切ってください。
その後はスムーズに開閉ができるように
なります。（扉に付いているキャッチの影
響で閉めにくい状態になっています。）



 12.戸当たり調整

① ② ③

 13.施錠方法について

A B

錠

戸当たり

扉を閉めて右図のようにスキマ
(3mm程度)ができた場合は､A、
B部の戸車を下記の要領で調整
してください。
①戸車を固定しているボルトを
　4､5回転ゆるめます。
②部品箱内の扉調整用のボルト
　で戸当たりを調整します。
③最初にゆるめたボルトを締め
　付けます。

錠は仮ロック付です｡(鍵を使わ
ずに仮にロックできる機構が付
いています｡)右記方法に従って
施錠してください。

※3mm以上のスキマや上記の要
　領で調整できない時は、目隠
　しキャップをはずしベースの
　水平を出し直してください。
　(｢２.ベース設置｣を参照)

仮ロック状態では鍵はかかりません。
施錠の際は必ず鍵を使ってください。

10

開錠状態 仮ロック状態 施錠状態

鍵を差して
回します。

鍵を差しても
回せません。

を押します。

を押します。

赤色

青色青色



 14.転倒防止工事

 ワイヤー工事

 アンカー工事

25（30）cm角の穴

※｢2.ベース設置｣で内アンカー工事を
　行っている場合には不要です。

①

⑤

ボルト(短)=4本
ボルト=2本
ボルトキャップ=8個

①屋根側面後部のカヌークリップをは
   ずします。
②鎖取付金具を屋根にボルトで取り付
   けます。
③ワイヤーなどを使用し､建物の壁や
   柱等に固定してください｡
④外に出ているボルトにボルトキャッ
   プを取り付けます。

イ）地盤が土の場合
①ベースの四隅に25(30)cm角の穴を掘ります。※(  )内はMJX-134D,DP･135E,EP

②アンカープレートKAとKBを組み合わせます。
③ベースにアンカープレートを取り付けます。 (前側は､側板を止めているボルトを使います。)
④外に出ているボルトにボルトキャップを取り付けます。
⑤コンクリートを流し込みます。

ロ）地盤がコンクリートの場合
①基礎高さに合わせて、アンカープレートKAとKBを組み合わせます。
②ベースにアンカープレートを取り付けます｡(前側は、側板を止めているボルトを使います｡)
③外に出ているボルトにボルトキャップを取り付けます。
④M10オールアンカー(市販品)で固定します。

ボルト(短)=4本  ボルト=2本   ボルトキャップ=8個
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※ツメを差し込んでからボルトを締めます。

転倒防止工事は必ず行ってください。
転倒防止工事には、アンカー工事とワイヤー工事の2種類があります。
必ずアンカー工事を行い、強風を受ける場所等に設置する場合は、
ワイヤー工事も併用してください。

※1ヶ所にセメント
　5(9)kg,砂9(16)l,
  砂利12(21)l以上
  が必要です。
 (  )内は30cm角の穴




